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　大きな窓から浅間山を望むカフェ
が7月、塩沢にオープンした。22年
間化粧品を手掛けてきた「友悠アカ
デミー」が、直接販売できる場所を

信州の果物や野菜を使った

自家製ジャムやスイーツのカフェ

作りたいと考えたことがきっかけ。
生産者から直接仕入れる小諸産のい
ちごやブルーベリー、上田のプルー
ンなどで手作りするジャム（パンと
セットで300円）やジュースがメイ
ンメニュー。数量限定「気まぐれ定食」
は、地元発地のキャベツを使ったサ
ラダやスープにパンとジャム、フル
ーツのスイーツがつく。「地元素材の
料理で、心も体もゆったりと過ごし
てほしい」と店長の西谷悠さん。

気まぐれ定食（税込 1080 円）。この日のジャムは更
埴産の杏を使用。

カフェ Asama- 樹
軽井沢町大字長倉中島 282-3
TEL: 0267-31-0086
7:30 ～ 17:00（夏期）　火・水定休（8 月無休）
営業時間・定休日は季節変動あり
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　旧軽井沢銀座入口、三笠通り沿い
にコーヒー豆専門店がオープンし
た。コロンビアやインドなど好みの
生豆を、店内にある大きな珈琲焙煎
機を使って、その場で焙煎する。焙
煎機には100パターンの焙煎プログ
ラムが組み込まれていて、苦味や酸
味の強弱や焙煎の浅深の度合いなど
を調整する。「熱風式の焙煎機は豆

コーヒー豆も焙煎も

カスタマイズできる専門店

の芯まで均一に焙煎でき、水分をし
っかり抜くので味のばらつきが少な
く、香り豊かに煎ることができます」
と代表の板倉和之さん。「豆の種類
や焙煎の度合い、ブレンドの方法な
ど組み合わせは何万通り。こだわり
抜いた、自分だけのオリジナルブレ
ンドを作れます」。

「旧軽井沢ブレンド」は、別荘発祥の地をイメージした昔
ながらの飲みやすいコーヒー（200g、1600 円税込）。

KARUIZAWA COFFEE
COMPANY（軽井沢コーヒーカンパニー） 
軽井沢町軽井沢 555-1
10:00 〜 17:00　不定休　TEL0267-41-0697
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　国内外の合唱団が集まる「軽井沢国際合唱フェ
スティバル2016」が8月 26日（金）から3日間、
町内各所で開催される。今年はのべ33の合唱団が
参加し、中国や台湾から訪れる団体もある。28日
13時から軽井沢大賀ホールで行われるコンサート
では、初来日のラトビア出身アカペラ・ヴォーカ
ルグループ「ラトビアンボイシズ」が歌声を披露。
その他聖パウロカトリック教会でのコンサートや
アンサンブルコンテストなども行う。
TEL042-683-1465（耕友会）

町に歌声響く 3 日間
「ラトビアの歌姫」も初来日 E

　自然や文化財の保護に取り組む「軽井沢ナショ
ナルトラスト」は7月17日、人工衛星開発のエン
ジニアで、『軽井沢の自由研究』などの著書で知ら
れる、升本喜就さんの講演会を軽井沢町観光振興
センターで開いた。ショーが避暑をした頃の軽井
沢の気候や、三笠ホテルの晩餐会の写真に映るシ
ャンデリアが電灯なのかどうか、独自のデータ分
析に基づいて、考えを示
した。A.C. ショーが軽
井沢を訪れる 13年前、
英国人通訳のアーネス
ト・サトウが軽井沢に立
ち寄っていると説明。「軽
井沢は避暑に良いところ
だとサトウから聞いたシ
ョーが、さらに良さを広
め、国際的な避暑地とし
ての基礎が築かれたので
はないか」と話した。

エンジニアの視点で軽井沢研究
升本さん講演会 F

　地域の子どもたちにフットサルの魅力を味わっ
てもらおうと、学生・社会人のフットサルチーム「SC
軽井沢クラブ」が7月16日、Fリーグ参入を目指
す長野市の「ボアルース長野」と共同で、「フット
サルエンジョイフェスタ」を風越公園総合体育館
で開いた。軽井沢町や近郊の小中学生33人に、ボ
ールキープやシュートなどを指導、ミニゲームで
一緒に汗を流した。東御JFC所属の小学4年、馬
場悠生君は「ボールのさばき方が格好良かった。
あんな風にプレーをしてみたい」。

フットサルの楽しさ伝える
エンジョイフェスタ初開催 G


